
平成30年度 桂川町施政方針と予算

■
第
一
分
団
瀬
戸
班
の
格
納
庫
移
転

　

本
町
消
防
団
の
第
一
分
団
瀬
戸
班
の
格

納
庫
は
、
立
地
場
所
に
危
険
性
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
他

の
格
納
庫
に
比
べ
て
狭
い
こ
と
か
ら
、
緊

急
時
の
消
防
団
活
動
に
支
障
を
き
た
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
以
前
に
無

償
譲
渡
を
受
け
た
吉
原
橋
交
差
点
付
近
の

土
地
に
移
転
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
桂
川
駅
周
辺
の
整
備
に
伴
う
駅

南
側
の
開
発
等
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た

に
防
火
水
槽
を
設
置
し
ま
す
。

■
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入　
　
　
　
　

　

議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

　

議
会
運
営
に
お
い
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
種
資
料
の

閲
覧
・
検
索
や
情
報
の
収
集
な
ど
議
員
活

動
の
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
、
紙
代
や

印
刷
代
の
経
費
節
減
及
び
議
会
資
料
作
成

等
に
係
わ
る
事
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

■
空
き
家
対
策

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
伴
い
、
全
国
的

に
空
き
家
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
総
務
省

実
施
の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
よ
り

ま
す
と
全
国
の
総
住
宅
数
6
千
63
万
戸
に

対
し
、
空
き
家
は
８
２
０
万
戸
、
約
13
．

5
％
に
あ
た
り
ま
す
。
空
き
家
の
管
理
は

所
有
者
等
の
責
任
で
す
が
、
適
切
な
管
理

が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
防
災
、
衛

生
、
景
観
上
に
お
い
て
生
活
環
境
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
本
町
で
は
空
き
家
の
状
況
を
把

握
す
る
た
め
の
「
空
き
家
実
態
調
査
」
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

■
都
市
計
画
道
路　
　
　
　
　
　
　

　

シ
カ
ヤ
飯
塚
牟
田
線

　

都
市
計
画
道
路
・
シ
カ
ヤ
飯
塚
牟
田
線

の
う
ち
、
桂
川
町
役
場
前
交
差
点
か
ら
国

道
２
０
０
号
ま
で
の
区
間
に
つ
き
ま
し
て

は
、
都
市
計
画
道
路
と
し
て
の
道
路
法
線

や
幅
員
等
に
関
し
て
見
直
し
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
早
期
に
取
り
組
み
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
ゆ
の
う
ら
体
験
の
杜

　

現
在
、
建
設
中
の
「
ゆ
の
う
ら
体
験
の

杜
」
は
、
完
成
に
向
け
て
順
調
に
進
捗
し

て
い
ま
す
。
施
設
の
管
理
運
営
の
方
針
と

し
て
、
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
活

用
を
図
る
こ
と
と
、
農
業
体
験
、
自
然
体

験
、
野
外
活
動
等
を
通
し
て
豊
か
な
心
を

醸
成
す
る
と
と
も
に
、
産
業
の
振
興
発
展

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
施
設
は
、
本
町
の
新
た
な
魅

力
発
信
源
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
オ
ー
プ

ン
の
時
期
は
梅
雨
明
け
の
７
月
を
予
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
桂
川
町
、
飯
塚
市
、
嘉
麻
市
の

　

定
住
自
立
圏
構
想

　

桂
川
町
、
飯
塚
市
、
嘉
麻
市
の
定
住
自

立
圏
構
想
は
、
昨
年
12
月
22
日
に
飯
塚
市

が
中
心
市
宣
言
を
行
い
、「
嘉
飯
圏
域
定
住

自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
書
（
案
）」

を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
概
要
に

つ
き
ま
し
て
は
、「
生
活
機
能
の
強
化
」、

「
結
び
つ
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
」、「
圏

域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
」
の
３
つ

の
政
策
分
野
に
つ
い
て
相
互
に
役
割
を
分

担
し
、
協
調
及
び
連
携
を
図
り
、
政
策
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
た
後
、
本
年
10
月
の

連
携
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
地
域
商
社
い
い
バ
イ
桂
川

　

毎
週
水
曜
日
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

や
野
菜
、
加
工
品
等
の
販
売
、
学
校
給
食

へ
の
食
材
の
提
供
を
は
じ
め
、
と
れ
た
て

村
や
嘉
穂
総
合
高
校
と
の
連
携
事
業
に
取

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
毎
月

第
１
木
曜
日
に
高
齢
者
向
け
サ
ロ
ン
「
ひ

ま
わ
り
カ
フ
ェ
」
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、「
ゆ
の
う
ら
体
験
の
杜
」
と
の
連

携
や
町
の
農
産
物
の
販
路
拡
大
も
視
野
に

入
れ
、
特
産
品
の
開
発
な
ど
自
立
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て

現
在
２
名
が
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す

が
、
新
た
に
１
名
の
増
員
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

▲老朽化が進み、移転する第一分団瀬戸班格納庫

シカヤ飯塚牟田線の一部

5 頁 平 30. 広報けいせん 4 月 


